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はじめに

　三芳町は、都心から僅か 30km の位置にありながら、武蔵野の面
影を偲ばせる雑木林が随所に広がる、緑豊かな町です。また、埼玉
県指定旧跡「三富開拓地割遺跡」や埼玉県指定有形民俗文化財「竹
間沢車人形の道具」などをはじめ、数多くの文化財を伝え残してい
ます。
　昭和 40 年代までは、畑作中心の純農村地帯として緩やかに発展し
てきましたが、その後の高度成長期から、住宅開発や工場・倉庫な
どの進出によりその姿は急速な変貌を遂げてきました。
　このような都市化の進展や経済的な発展に伴い、緑地や文化財が
失われつつあります。このため、三芳町教育委員会としては、文化
財保護を教育行政の重点施策に位置づけて、先人たちが培ってきた
様々な文化や歴史を、将来への発展の礎となる貴重な遺産として保
護し、伝え残していく努力を続けています。とりわけ、町内に残さ
れた 33 箇所の遺跡すなわち埋蔵文化財は、先人たちの営みを知り得
る大切な文化財として、関係者のご理解とご協力を賜りながら記録
保存のための発掘調査を実施してまいりました。
　本書で報告する「新開第二遺跡第２地点」の発掘調査では、旧石
器時代の人々が生活した痕跡が集中して発見されました。
　古くは約 25,000 年もの昔にさかのぼる暮らしの一端を収録した本
書が、考古学研究の基礎資料となるとともに、地域における埋蔵文
化財への理解と関心を深め、郷土の歴史・文化遺産を伝え残しつつ
三芳町がより一層の発展を遂げていくための一助となることを願っ
てやみません。
　最後になりましたが、発掘調査にあたり多大なるご理解とご協力
を賜りました、株式会社丸大をはじめとする関係各位に厚く御礼申
し上げます。

三芳町教育委員会
教育長　古川慶子



１．本書は、埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢字新開 337-1 に所在する新開第二遺跡第 2 地点（県遺跡番号 32-017）の
　　発掘調査報告書である。
２．発掘調査は食品工場建設及び駐車場造成に伴って実施され、発掘調査・整理作業・報告書刊行は、株式会社丸大か
　　ら三芳町教育委員会が委託を受け実施した。
３．発掘調査・整理作業・報告書刊行にかかる事業経費総額 1,200,000 円は株式会社丸大が負担した。
４．調査組織は下記のとおりである。
　　調査主体者　三芳町教育委員会　教育長　　古川慶子
　　調査事務局　文化財保護課　　　課　長　　柳井章宏（主幹兼務）
　　　　　　　　文化財保護担当　　主　査　　荻野恵子
　　　　　　　　　　同　　　学芸員（主査）　  中村　愛
　　　　　　　　　　同　　　学芸員（主事）      岡野賢人
　　調査担当　　　　同　　　　　　主　幹　　柳井章宏
　　　　　　　　　　同　　　学芸員（主査）　  越前谷理
５．発掘調査は平成 30 年 10 月 29 日～ 12 月 11 日に実施し、整理作業及び報告書編集作業は平成 30 年 12 月３日～
　　平成 31 年 2 月 15 日に実施した。
６．出土遺物及び遺構図面類は、三芳町教育委員会が保管する。
７．遺構写真撮影、本書の執筆・編集、挿図・図版作成は越前谷理が行った。報告書に掲載する土層断面図のデジタル
　　トレース、遺物実測図作成及び遺物写真撮影は（株）東京航業研究所に業務委託を行った。
８．本書に掲載した図版等の凡例は、それぞれの図で示した。
９．本書で使用した図面の方位は全て座標北であり、測量は世界測地系に基づいている。
10.  本書に掲載した地図は、国土地理院発行の電子地形図 1/25,000 及び三芳町発行の地形図 1/2,500 である。
11.  発掘現場での遺構・遺物の記録、整理作業での図版作成は、（株）CUBIC 社製「遺構くん Cubic」を使用した。
12.  本書の作成・編集には、主に Adobe 社製 Illustrator CS5、Photoshop CS5、InDesign CS5、Acrobat 9 を使用した。
13.  発掘調査及び出土資料の整理・報告にあたり、下記の諸氏・関係機関にご教授・ご指導を賜った。記して感謝の意 
       を表したい。（順不同、敬称略）
　　大久保淳、岡崎裕子、加藤秀之、隈本健介、佐藤一也、高崎直成、谷本喬、坪田幹男、鍋島直久、早坂廣人、藤波啓容、
　　堀善之、松本富雄、和田晋治
　　埼玉県生涯学習文化財課、ふじみ野市教育委員会、富士見市教育委員会、（株）CUBIC、（株）東京航業研究所
14.  発掘調査ならびに整理作業従事者は下記のとおりである。（敬称略）
　　金子恵子、久保田富美江、佐藤洋子、田中香代子、田村早苗、奈良部大樹、西江由里子、野上吉樹、深谷和江、
　　堀田敦子、黛佳代子、四方田真由美

第１図　周辺の地形と遺跡（1/25,000）    ‥‥‥
第２図     調査位置図（1/4,000）  ‥‥‥‥‥‥‥
第３図    調査区全体図（1/1,000）‥‥‥‥‥‥
第４図　発掘調査成果図（1/200） ‥‥‥‥‥‥
第５図　ブロック１　遺物分布図及び
　　　　土層断面図（1/60） ･ 出土石器（2/3）‥
第 6 図　ブロック２　遺物分布図及び
　　　　土層断面図（1/60） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第 7 図　ブロック３　器種別分布図及び
　　　　土層断面図（1/60） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第 8 図　ブロック３　石材別分布図及び
　　　　土層断面図（1/60） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第 9 図 　ブロック３　出土石器（2/3）‥‥‥‥

第 1 表 　石器・礫属性表①   ‥‥‥‥‥‥‥
第 2 表 　石器・礫属性表②  ‥‥‥‥‥‥‥
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Ⅰ．新開第二遺跡の位置と環境
　三芳町は、埼玉県南西部の荒川右岸台地上に位置し、西方には富士山と秩父、多摩の山並みを遠望す

る平野地帯である。地形としては、西方約 50km 先の青梅市付近を扇頂として広がる武蔵野台地の北東

部にあたり、関東ローム層の厚く堆積した台地は、特に町の西部域は現在流れる河川も雨水排水用の掘

割となった砂川堀のみであり、平坦な地形が広がっている。近年の発掘調査により西部域に数条の埋没

谷が存在し、その周辺において旧石器時代から縄文時代早期の遺跡の存在が明らかになりつつあるが、

谷の埋没以降、西部域の集落形成は江戸時代の新田開発が行われるまで待たねばならなかった。一方、

町の東部域は、より武蔵野台地の縁辺に近く、柳瀬川をはじめとする荒川の沖積面に向かう数条の河川

や開析谷が台地を切り込むように存在している。東部域にはこれらの河川に沿って、旧石器時代の遺跡

のみならず原始・古代の遺跡も数多く確認されている。

　新開第二遺跡は町の東部域に位置し、通称「唐沢堀」と呼ばれる掘割が流れる谷の崖線上に広がる。こ

の谷は川越街道付近に谷頭をもち、比高差約 5 ｍの緩傾斜で大字竹間沢と大字藤久保の間を開析し、

富士見市関沢字八ヶ上付近で富士見江川の流れに合流する。かつては谷頭付近に湧水があったといわれ

ているが、現在は工場などの建設によって埋め立てられて確認することはできない。この流路の右岸に

今回の発掘調査を実施した新開第二遺跡（24）が位置する。やや下流には新開遺跡（25）が存在し、旧石

器時代立川ローム層第Ⅲ層及び第Ⅳ層から石器集中や礫群が、また、平安時代の須恵器窯跡３基・土器

焼成土坑６基・工房跡３軒など須恵器生産に関する遺構も発見されている。その下流には縄文時代中期

の集落跡である松ノ木遺跡（26）が、対岸には旧石器時代の三芳唐沢遺跡（22）が存在する。

　唐沢の流れが合流する富士見江川は、大字藤久保字東の川越街道付近に谷頭をもち、東方の沖積地（荒

川低地）に延びている。谷頭付近から下流に向かっては、藤久保東遺跡（14）・藤久保東第二遺跡（15）・

藤久保東第三遺跡（16）・俣埜遺跡（17）が両岸に連綿と存在し、いずれも旧石器時代を中心とした遺

構・遺物が確認されている。このうち藤久保東遺跡では、旧石器時代立川ローム層第Ⅹ層から第Ⅲ層

にかけて 100 箇所以上の石器集中と 80 箇所以上の礫群、第Ⅹ a 層の局部磨製石斧２点をはじめとした

10,000 点以上の石器や礫が発見されている。また、俣埜遺跡からは、旧石器時代以外にも縄文時代中

期の住居跡や奈良時代の製鉄作業場跡、新開遺跡・新開第二遺跡の窯業と同時期と考えられる平安時代

の工房跡などが発見されている。

　南に目を転じると、三芳町と対岸の新座市・志木市の間には、多摩川の名残川といわれる柳瀬川が流

れる。柳瀬川を望む崖線上には数多くの遺跡が存在し、特に左岸に位置する三芳町から富士見市にかけ

ては、古井戸山遺跡（38）・本村南遺跡（39）・本村北遺跡（40）・北側遺跡（41）・南通遺跡（42）・北通遺跡（43）・

栗谷ツ遺跡（44）・別所遺跡（45）と遺跡が連綿と存在する。時期としては、旧石器時代、縄文時代早期

～中期、弥生時代中期～後期、古墳時代後期、奈良・平安時代、中世まで連綿と幅広く確認されている。

このうち古井戸山遺跡では、これまでに８地点の調査が行われ、旧石器時代の石器集中４箇所、縄文時

代前期の住居跡２軒、縄文時代の集石６基、弥生時代の住居跡７軒などが発見されている。また、富士

見市の栗谷ツ遺跡では、旧石器時代の石器、縄文時代の住居跡、弥生時代後期～古墳時代初頭の住居跡

のほか、平安時代の住居跡が 40 軒以上と須恵器窯跡１基が発見されている。

３
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１. 西台遺跡　２. 大井戸上遺跡　３. 東台遺跡　４. 浅間後遺跡　５. 権平沢遺跡　６. 谷津遺跡　7. 御庵遺跡　
８. 新田遺跡　９. 八ヶ上遺跡　10. 打越遺跡　11. 山崎遺跡　12. 松山遺跡　13. 氷川前遺跡　14. 藤久保東遺跡
15. 藤久保東第二遺跡　16. 藤久保東第三遺跡　17. 俣埜遺跡　18. 本目遺跡　19. 節沢遺跡　20. 南新埜遺跡　
21. 藤久保南遺跡　22. 三芳唐沢遺跡　23. 関沢遺跡　24. 新開第二遺跡　25. 新開遺跡　26. 松ノ木遺跡　27. 北原
遺跡　28. 北原第二遺跡　29. 通西遺跡　30. 生出窪北遺跡　31. 生出窪遺跡　32. 生出窪南遺跡　33. 新座 No.2 遺
跡　34. 西上遺跡　35. 新座 No.42 遺跡　36. 新座 No.3 遺跡　37. 新座 No.41 遺跡　38. 古井戸山遺跡　39. 本村南
遺跡　40. 本村北遺跡　41. 北側遺跡　42. 南通遺跡　43. 北通遺跡　44. 栗谷ツ遺跡　45. 別所遺跡　46. 東原遺跡
47. 城遺跡　48. 谷戸遺跡　49. 甲館出遺跡　50. 下宿内山遺跡　51. 大和田カミ遺跡　52. 新座 No.44 遺跡　53. 新
座 No.48 遺跡　54. 新開遺跡　55. 新座 No.46 遺跡

第１図　周辺の地形と遺跡（1/25,000）

※国土地理院の電子地形図（1/25,000）に遺跡の位置及び番号を追記して掲載

　　　　　　　　　　　　　　　　　４
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点・ 礫 97 点 の ほ か、 遺 構 に 伴 わ な い 縄

文時代の土器小片８点であった。

　なお、当該調査地点は、過去の建物建

設の際に大きく掘削されており、その深

さは立川ローム層まで及んでいた。確認

さ れ た 遺 構 の う ち、 ブ ロ ッ ク １ 及 び ブ

ロック２は確認面の直上まで撹乱がおよ

び、ブロック３については、遺物の広が

りが予測された北東側は撹乱によって消

失している。

　

　

　調査区北東部で確認され、立川ローム

層第Ⅲ層上部に分布する。東西 4.9 ｍ×

　新開第二遺跡は、唐沢堀の上流部の右岸台

地縁辺部に広がる遺跡である。これまでに第

１地点の調査が行われており、旧石器時代の

礫群４箇所及び平安時代の土器（須恵器）焼成

土坑１基が確認されている。今回の第２地点

は、第１地点の西側にあたり、埼玉県入間郡

三芳町竹間沢 337-1 に位置する。

　三芳町教育委員会では、食品工場建設及び

駐車場造成に先立つ遺跡の範囲及び性格・内

容 の 把 握 の た め、 当 該 箇 所 3,333 ㎡ に つ い

て 平 成 30 年 8 月 28 日 ～ 10 月 19 日 に 試 掘 調 査 を 実 施 し た。 調 査 の 結 果、 旧 石 器 時 代 の 石 器 及

び礫の集中が確認されたため開発者と協議を行ったところ、開発は避けられないとの結論に達し、

遺構が確認された 195 ㎡について、記録保存のための発掘調査を実施することとなった。

　三芳町教育委員会では、文化財保護法に基づき平成 30 年 10 月 26 日付け三芳教文発第 167 号

で発掘調査通知を埼玉県教育委員会へ提出し、同年 10 月 29 日～ 12 月 11 日に発掘調査を実施した。

今回の調査地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地（県遺跡番号 32-017）の中央部に位置する（第 2 図）。

　

　第２地点の発掘調査では、試掘調査において遺構や遺物が確認された周囲を拡張し、遺構の全

容把握に努めた。その結果、旧石器時代立川ローム層第Ⅲ層上部で２箇所のブロックが、第Ⅳ層

下部～第Ⅴ層で１箇所のブロックが確認された（第４図）。出土した遺物は、旧石器時代の石器 37

第 2 図　調査位置図（1/4,000）

Ⅱ．新開第二遺跡第２地点の調査

１．遺跡の立地と概要

第１地点第１地点

0                            50m

1 : 2500

0                            50m

1 : 4000

 試掘調査対象範囲

発掘調査対象範囲

0                 1                  2m

1 : 80

0                                     5m

1 : 200

0                                    25m

1 : 1000

第３図　調査区全体図（1/1,000）

５

２．調査の経緯

３．遺構と遺物

　【遺構】     

　ブロック１（第５図）
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A

A’

第 4 図　発掘調査成果図（1/200）

0                            10                           20m

1 : 500

0                 　                  2m

1 : 80

0                                                 2m

1 : 60

ナイフ形石器（頁岩）

二次加工のある剥片（頁岩）

礫（チャート）

礫（砂岩）

ブロック１

第５図　ブロック１　遺物分布図及び土層断面図（1/60）・出土石器（2/3）

0                 1                  2m

1 : 80

0                                     5m

1 : 200

0                                   2.5m

1 : 100

ブロック２

ブロック３

　　　　　　　　　　　　　　　　　６

南北 2.7 ｍの範囲に中央に特に密集する状

態で、 石器２点・礫 29 点が広が る。 石器

の器種構成は、ナイフ形石器１点（頁岩製

　第５図１）・二次加工のある剝片１点（頁

岩製） である。 礫は 29 点すべてが破砕礫

であった。また、赤化しているものが７点

でそのすべてが破砕面も赤化している。重

量 は 0.05 ｇ ～ 161.48 ｇ と ば ら つ き が あ

る。礫の石材は、チャート 16 点・砂岩 13

点であった。接合関係はブロック内で礫の

接合が１個体確認された。

　調査区中央西寄りで確認され、立川ロー

ム 層 第 Ⅲ 層 上 部 に 分 布 す る。 東 西 4.9 ｍ

× 南 北 4.0 ｍ の 範 囲 に 一 部 に 密 集 す る 状

態 で、 石 器 ２ 点・ 礫 64 点 が 広 が る。 石

第５図～第８図 土層断面図共通
第Ⅲ層上部　黒褐色土を主とするソフトローム層
　　　　　　ロームブロックを多く含む
第Ⅲ層下部　褐色土を主とするソフトローム層　
　　　　　　赤色スコリア粒子を多く含む

ブロック２（第６図）

１　SN2-2  ブ 1  No.18   Sh- 単
　 

0 5cm

2 ： 3

表土

Ⅱ
Ⅲ上

Ⅲ下

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
Ⅶ

Ⅸ

A
27.0m

26.0m

A’
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器 の 器 種 構 成 は、 剝 片 ２ 点

（チャート製及び砂岩製）であ

る。 礫 は 64 点 す べ て が 破 砕

礫 で あ っ た。 ま た、 赤 化 し て

い る も の が 57 点 で そ の す べ

て が 破 砕 面 も 赤 化 し て い る。

重 量 は 0.06 ｇ ～ 140.72 ｇ

と ば ら つ き が あ る。 礫 の 石 材

は、 砂 岩 51 点・ チ ャ ー ト ８

点・ 礫 岩 ４ 点・ 珪 質 頁 岩 １ 点

で あ っ た。 接 合 関 係 は ブ ロ ッ

ク内で礫の接合が５個体確認

された。

　 調 査 区 北 部 で 確 認 さ れ、 立

川ローム層第Ⅳ層下部～第Ⅴ

層 に 分 布 す る。 東 西 2.2 ｍ ×

南 北 2.5 ｍ の 範 囲 に 一 部 に 密

集 す る 状 態 で、 石 器 30 点・

礫 ２ 点 が 広 が る。 石 器 の 器 種

構 成 は、 ナ イ フ 形 石 器 １ 点

（頁岩製　第９図１）・石核１

点（頁岩製　第９図３）・剝片

28 点（ガラス質安山岩１種５

点・ 頁 岩 ３ 種 16 点・ 凝 灰 岩

2 種４点・チャート２種３点）

で あ る。 接 合 関 係 は ブ ロ ッ ク
第６図　ブロック２　遺物分布図及び土層断面図（1/60）

A

A’

▼

▼

剥片（チャート）

剥片（砂岩）

礫（チャート）

礫（砂岩）

礫（礫岩・珪質頁岩）

0                            10                           20m

1 : 500

0                 　                  2m

1 : 80

0                                                 2m

1 : 60

７

ブロック３（第７図・第８図）

　　【遺物】

Ⅱ Ⅲ上

Ⅲ下

Ⅳ

ｶｸﾗﾝ

Ⅱ

A
27.0m

A’

内で石器の接合が１個体確認された。

　ナ イフ形石器（第５図１）　ブロック１出土。頁岩製。不定形剥片を素材とする二側縁加工のナ

イフ形石器である。右側縁部に刃部が認められる。左側縁にほぼ連続的な二次加工を、右側縁に

は不規則な二次加工を施す。

　ナイ フ形石器（第９図１）　ブロック３出土。頁岩製。鋭い尖端部を有する小型のナイフ形石器

である。左側縁は節理面のままとし、右側縁に不規則な二次加工を施す。

　剥片（第９図２）　ブロック３出土。頁岩製。ナイフ形石器の調整剥片である。

　ナイフ形石器（第９図１＋２）　ブロック３出土。頁岩製。調整剥片剥離前のナイフ形石器である。

尖端の右側縁に再調整を施す。

　石核（第９図３）　ブロック３出土。頁岩製。節理面を打面とした両設打面石核である。上下か
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第７図　ブロック３　器種別分布図及び土層断面図（1/60）

A

A’

ナイフ形石器

石核

剥片

礫

0                            10                           20m

1 : 500

0                 　                  2m

1 : 80

0                                                 2m

1 : 60

第８図　ブロック３　石材別分布図及び土層断面図（1/60）

A

A’

単

単

単

単

単

ガラス質安山岩

頁岩

凝灰岩

チャート

砂岩
図中の｢単｣は単独母岩を示す
それ以外は各石材の同一母岩

※

0                            10                           20m

1 : 500

0                 　                  2m

1 : 80

0                                                 2m

1 : 60

　　　　　　　　　　　　　　　　　８

Ⅴ Ⅲ下

Ⅳ ｶｸﾗﾝ

Ⅵ

ｶｸﾗﾝ

A
27.0m

26.0m

A’

らの剥離面とそれに直交する剥離面が認められる。剥離面はいずれもやや幅広で寸詰まりである。

　接合資料（表紙及び第９図１＋２＋３）　ブロック３出土。頁岩製。石核の打面転移（90°ないし

180°）に作出された不定形剥片（ナイフ形石器）及びナイフ形石器の調整剥片が接合する。

　剥片（第９図４）　ブロック３出土。頁岩製。自然面を打面とする大型の不定形剥片である。

Ⅴ Ⅲ下

Ⅳ ｶｸﾗﾝ

Ⅵ

ｶｸﾗﾝ

A
27.0m

26.0m

A’
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第９図　ブロック３　出土石器（2/3）

0 5cm

2 ： 3

１　SN2-2  ブ 3  No.2  Sh-1　 

９

２　SN2-2  ブ 3  No.18  Sh-1　 

３　SN2-2  ブ 3  No.12  Sh-1　 

４　SN2-2  ブ 3  No.6  Sh- 単

１＋２　 

１＋２＋３　 
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石器：長(mm) 幅(mm) 厚(mm)
礫：赤化 破砕 破砕面赤化

ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ × ﾚ2
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 ﾅｲﾌ形石器 頁岩単 第5図1
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ × ﾚ2
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ1 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ1 二次加工のある剥片 頁岩単
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○ ﾚ5
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ4
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ3
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ6
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 礫岩 ○ ○ ○ ﾚ1
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ6
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ6
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 × ○ × 黒付
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 礫岩 ○ ○ ○ ﾚ1
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ6
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 剥片 ﾁｬｰﾄ単
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ6

Y座標 Z座標 接合No. 図版No. 備考石材(母岩)遺構名 遺物No. 種別 重量(g) X座標

第１表　石器・礫属性表①

　　　　　　　　　　　　　　　   　10



12 本村南遺跡第 9 地点

石器：長(mm) 幅(mm) 厚(mm)
礫：赤化 破砕 破砕面赤化

Y座標 Z座標 接合No. 図版No. 備考石材(母岩)遺構名 遺物No. 種別 重量(g) X座標

ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 剥片 砂岩単
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ 黒付
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 礫岩 ○ ○ ○ ﾚ1
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ 黒付
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 礫岩 ○ ○ ○ ﾚ1
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 珪質頁岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ4
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○ ﾚ3 黒付
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 ﾁｬｰﾄ ○ ○ ○ ﾚ5
ﾌﾞﾛｯｸ2 礫 砂岩 ○ ○ ○
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ｶﾞﾗｽ質安山岩単

ﾌﾞﾛｯｸ3 ﾅｲﾌ形石器 頁岩1 ｾ1 第9図1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 凝灰岩単

ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩単 × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ3 礫 砂岩 ○ × ×
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩単 第9図4
ﾌﾞﾛｯｸ3 礫 ﾁｬｰﾄ × ○ ×
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 凝灰岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ｶﾞﾗｽ質安山岩1

ﾌﾞﾛｯｸ3 石核 頁岩1 ｾ1 第9図3
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 凝灰岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 凝灰岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1 ｾ1 第9図2
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ｶﾞﾗｽ質安山岩1

ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ｶﾞﾗｽ質安山岩1

ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ﾁｬｰﾄ単
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ｶﾞﾗｽ質安山岩1

ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ｶﾞﾗｽ質安山岩1 0.01以下

ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ﾁｬｰﾄ1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 ﾁｬｰﾄ1
ﾌﾞﾛｯｸ3 剥片 頁岩1

第２表　石器・礫属性表②
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調査前全景 重機による表土剥ぎ

ブロック 2　遺物出土状況（南西から） ブロック 2　焼石片

調査風景 完掘状況（南から）

ブロック 1　遺物出土状況（北東から） ブロック 1　焼石片

写真図版１



整理作業風景

ブロック 3　石核

写真図版２

ﾌﾞﾛｯｸ 3　No.2 ﾌﾞﾛｯｸ 3　No.18ﾌﾞﾛｯｸ 1　No.18

ブロック１及びブロック３　出土石器（2/3・1/2）

ブロック 3　遺物出土状況（南西から）

重機による埋め戻し

ﾌﾞﾛｯｸ 3　No.2 ＋ No.18

ﾌﾞﾛｯｸ 3　No.12

ﾌﾞﾛｯｸ 3　No.2 ＋ No.12 ＋ No.18

ﾌﾞﾛｯｸ 3　No.6
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ふりがな

収遺跡 所
ふりがな

在地

コード
北　緯

東　経
調査期間

調査

面積

（㎡）

調査原因
市町村

遺跡

番号

 しんかいだいにいせきだいにちてん

 新開第二遺跡第 2 地点  ちくまざわ

 竹間沢 337-1 113247 32-017
35° 49′ 43″

139° 32′ 26″
20181029
20181211

195  
食品工場
建設及び

駐車場造成

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

新開第二遺跡第 2 地点  キャンプ跡  旧石器時代
 第Ⅲ層上部ﾌﾞﾛｯｸ 2・  
 第Ⅳ層下部～第Ⅴ層
 ﾌﾞﾛｯｸ 1

 ナイフ形石器・
石核・焼石片等
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